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１．はじめに 

USPTOは、2011年4月4日のPress Release, 11-24において、優先審査(Fast-Track Patent 

Processingの"Track One")の導入を発表し、当初の計画では、2011年5月4日以降の特許出願

（utility or plant nonprovisional application）に適用される予定でしたが、財政上の理由に

より、その開始が延期されていました。 

 

そして、“Leahy-Smith America Invents Act”が発効したことに伴い、USPTOは、2011

年9月23日付の官報およびPress Release, 11-51において、2011年9月26日以降に出願された

特許出願を対象として実施することを発表しました 。USPTOの目標は、優先審査の請求件に対

して12ヶ月以内 ”final disposition”* の状態にすることです。 

 

その後、上記優先審査の適用対象がRCEにも拡大されました（37 CFR 1.102(e)）。その結

果、優先審査の対象は、2011年9月26日以降にファイルされた特許出願（継続出願、分割出願、

一部継続出願、RCE（但し、一つの出願で2つ以上のRCEがファイルされていた場合には、優先

審査の対象外）、植物（plant）特許出願を含むが、PCTに基づく国際出願、米国への国内段階

移行出願、意匠特許出願、再発行特許出願、再審査手続、及び仮出願は適用対象外）となりまし

た。 

 

優先審査が請求されると、平均 12ヶ月以内（USPTOが設定した目標月数）に査定（許可通

知、最終拒絶、審判請求書のファイル、インターフェアランス宣言、継続審査請求のファイル、

及び出願の放棄）されます。以下に、優先審査に関する重要な情報および更新された優先審査に

関する統計データについて説明します。 
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